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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
生
活
保
護
受
給
者
か
ら
の
預
か
り
金
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
の
適
正
な
事
務
の
遂
行
と
い
う
観
点
か
ら
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
現
在
、
青
森
県
に
対
し
、
詳
細
な
事
実
関
係
の
報
告
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
が
判
明
し
た
段
階
で
所
要

の
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
六
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
生
活
保
護
受
給
者
か
ら
の
返
還
金

（
以
下
「
返
還
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の

規
定
に
基
づ
き
収
入
の
手
続
が
と
ら
れ
、
同
法
第
二
百
三
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
保
管
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
を
地
方
公
共
団
体
の
所
有
に
属
し
な
い
現
金
と
し
て
保
管
す
る
こ
と
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
す
る
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
返
還
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
「
現
業
員
等
に
よ
る
生
活
保
護
費
の
詐
取
等
の
不
正
防
止
等
に

つ
い
て
」（
平
成
二
十
一
年
三
月
九
日
付
け
社
援
保
発
第
〇
三
〇
九
〇
〇
一
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
保
護
課
長
通
知
）

一



等
に
よ
り
、
そ
の
適
正
な
取
扱
い
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
保
護
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
監
査
の
際
に
、

取
扱
い
状
況
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
事
案
を
踏
ま
え
、
改
め
て
、
適
正
な
取
扱
い
の
徹
底
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

返
還
金
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
監
査
等
を
通
じ
て
、
そ
の
適
切
な
取
扱
い
の
徹
底
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

二


